
後期人権学習月間：校長講話を受け 学年に応じた学習を行いました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青木中学校 学校だより          令和２年 11月 27日  №１８２ 

                                                       

 校長講話より 
１学期の始業式の時に，みなさんに「いじめをしない。許さない。見逃さない」「いじめを見たら，

見逃さず，やめさせてください。先生方に相談してください」「もし，自分がいじめに遭っていたら，

我慢しないでください。親や先生に心配かけたくないからと思って，我慢しないでください。心配す

るために大人はいます。心配をかけられるために大人はいます」という話をさせてもらいました。覚

えてくれているでしょうか？私たちの青木中学校は，いじめのない学校になっているでしょうか？ 

 今日は，まず，みなさんに１つ聞いてみたいことがあります。 

  

 

 

 さて，「ＡさんとＣさん，どちらの方がより罪深いと思いますか？どちらか一人を選んでください」 

この問いかけは，どちらかが正解で，どちらかが間違えであるというわけではありません。それぞ

れに，なるほどと思える理由があると思います。私自身，かつて，いじめようと思っていじめているＡ

さんの方が罪深いと思っていました。それに対して，Ｃさんは，いじめるつもりはないから悪くないと

思っていました。 でも，その後，こんな意見を聞いて考えが変わりました。「Ａさんは，いけないこと

をしていると自分で知っているから反省していじめをやめることができる。でも，Ｃさんはいじめてい

るつもりがない。悪いことをしていると思っていないから，変わることはできないかもしれない」と。 

 私は，30年以上中学校の教師をやってきて，いじめや差別について私も学んできました。そこで，

考えたことがあります。それは，正しく知ることの大切さです。正しく知らなかったために差別がおこ

り，そのことによって命を落とさなければならなかった出来事も過去にもありました。これからの人

権教育や社会の授業で学んでいく，被差別部落の問題，ハンセン病の問題，関東大震災の時の

朝鮮人差別の問題。第二次大戦中の人々の生活に関する問題などです。 

 また，障がいをもった方々に対する差別，外国人に対する差別，男女差別，ＬＧＢＴに関する差別な

ど，『正しく知らないから』，あるいは『誤った価値観をもっているから』起きてしまっている差別だと

私は思います。 私が子どもの頃は，「男の子は男の子らしく，女の子は女の子らしくしなさい」とい

うようなことが当たり前のように言われていました。私は，心の性別と身体の性別が異なっている，

あるいは心の性別が男女どちらでもない無性的・中性的な人がいるということを知りませんでし

た。ですから，男の子なのに女の子っぽい変な人だと間違った思いを抱いてしまっていました。 

 みんなが言っているからとか，みんながやってきたものだからとか，私たちは誤った情報を信じて

しまっていることがあります。また，意図的に間違ったことや嘘を言うつもりでなくても，間違った情

報が世の中にあふれてしまうことだってあります。（新型コロナウイルスについても，今の世の中に

は間違っていると思われる情報がたくさんありますよね） 

 では，正しく知るためにどうすればよいと思いますか？ 

 これもその答えは１つではないと思います。全校のみなさんの考えや思いを聴かせてください。 

 

 

 

 

 

 

A さんは B さんのことをいじめてやろうと思っていじめをしました。 

C さんは B さんのことをいじめるつもりは全くありませんでしたが、嫌な気持ちにさせてしまいました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１日（火）地区生徒会③ 生徒会 
２日（水）分析読解 
９日（水）～14日（月）保護者懇談会 
14日（月）学校集金振替日 学期末清掃 
15日（火）県 SC来校 
16日（水）音楽集会 
17日（木）生徒総会 新役員任命式 

 18日（金）新旧役員引継会 
 21日（月）小中連絡会② 
 24日（木）図書館閉館日 
 25日（金）２学期終業式 賞状伝達式 完全下校 14:50 

上記の予定は変わる可能性があります。

変更につきましては、「学校通信」「オクレン

ジャー」等により、随時お知らせして参りま

す。ご理解とご協力をお願います。 

※11月の学校給食用食材「大根」から、放射性物質は検出されなかったことをお知らせします。 

職場体験学習【２学年】10 月 28 日（水）29 日（木） 
2日にわたり、2年生は職場体験学習に出かけました。コロナ禍にもかかわらず体験学習を受け入 

れてくださった事業所の皆様には、感謝の気持ちでいっぱいです。生徒達は、実際に各職場に“出

勤”して、２日間“働く”経験をし、「社会に出て働くとはどういうこ 

とか」「各職場で大切にしていることは何か」「働くまでに自分はど 

んな力をつけておく必要があるのか」などについて、それぞれに考える 

ことができました。この経験を、自分を見返す大きな機会として捉える 

とともに、将来就きたい職業についてイメージをもつなど、今後の自分 

の進路について考えるきっかけにしていって欲しいと考えています。 

ご協力いただいた事業所の皆様、本当にありがとうございました。 

球技クラスマッチ【１・３学年】 
 

 

 

 

 

 

 

 

10月 29日（木）、１学年はアタックプレルボール、
3学年はバレーボールのクラスマッチを行いました。
アタックプレルボールは、バレーボールの基礎が盛り
込まれたスポーツです。一生懸命にボールを追いかけ
る姿、お互いに声を掛け合う姿が見られました。どち
らの学年でも、各クラス、プレーにも応援にも熱が入
る、気持ちのいいクラスマッチになりました。 
 

 

３学年進路講話 10 月 29 日 
上田西高校の先生をお招きしお話してい

ただきました。 
・何のために、何をしたくて（何を学びた
くて）その学校に行くのか、はっきりと
した目的、意志をもとう。 

・勉強（学び）には個人の人格や人間性等
をつくっていく重要な側面がある。 

今は受験で手一杯ですが、先を見据えて自
らのことを考えていくことの大切さを感じ
られたのではないでしょうか。 
翌日は「先輩の話を聞く会」も行いまし

た。先輩の話を参考に、進路決定・進路実
現、そしてその先の未来に向かって、今を
見つめ、じっくり取り組んでいく、よい機
会となりました。忙しい中お話しいただい
た先輩方、ありがとうございました。 

車座集会（11月 17日） 
全校縦割りによる車座集 

会が行われました。テーマ 
は“清掃”です。慣れない 
メンバーでの意見交換でし 
たが、まわりの人と話し合 
う時間をとるなどの進行の 
工夫により、困っているこ 
とや、アドバイスなどが出されました。全校で意見交
換をする貴重な機会でした。生徒会引継まであと少
し。これからも、会員みんなでアイデアを出し合い、
青木中学校生徒会を盛り上げていきましょう。 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

新学習指導要領完全実施に向けた 
職員研修会実施（11 月 20 日） 

来年度から、新しい中学校学習指導要領が
完全実施となることを受け、職員研修会を行
いました。新しい時代、子どもたちにどんな
力をつけるのか、そのための授業改善の視点
についてなどを確認 
したあと、各教科に 
分かれて具体的な内 
容を確認しました。 
いよいよ、新しい学 
びが始まります。 


